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最大出力280馬力、クラス最大のパワーを実現。

コンパクト＆経済性を弓き出す先鋭のメカ。

■コンパクト＆ハイパワー

馬力当り重量は、わずか2．625kg。ひ

とクラス下のコンパクト設計です。

この小型・軽量設計が漁船のパワー

と経済1生に直結。船体への搭載性を

高めると共に、エンジンルームにゆ

とりができ、各種動力取出しに余裕

をもたせました。また、2個ずつの

燃料フィルタ

ーとオイルフ

ィルターを装

備して、高出

力維持を可能

にしました。

■冷却性能アップ

塩水によるエンジン内部の腐蝕を防

止する海水間接清水冷却システムを

採用。内部に清水を循環させ、海水

による間接冷却で清水は80℃の高恒

温を保持。また、海水ポンプの吸入

量がアップし、冷却性能力L段と向

上したので、熱によるパワーダウン

を防ぎました。

■24V－35Aのオルタネータ

小型ながらも効率のよい発電能力を

備え、各種機器の電力取出しに余裕

で対応します。

■微速装置を標準装備

風や潮流に向かって船を停止させた

り、超スロー運転を必要とする一本

釣や刺網に実力を発揮。大きなスト

ロークの操作レバーで、微妙なコン

トロールが可能です。また、リモー

トコントロールヘッド（オプション）

により、船上の任意の位置からも操

作できます。

■大きな動力取出し能力（オプシ。ン）

各種の動力取出しに応える、専用の

動力取出し油圧クラッチ（HP－16A・

30A）をオプションで準備しました。
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●本機の仕様及び外観は昭和62年7月現在のもので、改良のため予告なく変更することがあります＝

●詳細は、ヤマハ営業担当者または、ヤマハディーゼル取扱店におたずねください．

●製品をお買い上げの際は、取扱説明書をよくお読みください．

YAMAHA
　　ヤマハ発動機株式会社

〒438諺岡県磐田市新貝2500

021977－87．8A2－a｛


